
図の説明 

 

図１．評価項目。20項目から構成されている。前半 10項目が読み、後半 10項目が書きに

関わる項目である。 

 

図２．Bland-Altmanプロット。明確な加算誤差・比例誤差は認められない。 

 

図３．音韻認識能力の課題別の成績（平均、エラーバーは標準誤差）。各課題は 12 点が最

高点である。 

 

図４．ひらがな読み能力の成績分布。（a）年長児。（b）年中児。年長児では 40文字以上の

単音を読める児の割合が 89％であり、年中児でも 72％であった。 

 

図５．20項目による項目特性曲線 

 

図６．5項目による項目特性曲線 

 

図７．5項目によるテスト情報関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．評価項目 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図２．Bland-Altmanプロット 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．音韻認識能力の課題別の成績（平均、エラーバーは標準誤差） 

図４．ひらがな読み能力の成績分布図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．20項目による項目特性曲線 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図６．5項目による項目特性曲線 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

図７．5項目によるテスト情報関数 


